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　あっという間で、日本で４年半の留学

生活を送りました。４年半と言えば、私の

今までの人生の５分の１です。一人っ子の

私は中国で皿を洗うさえあまりしなかっ

たが、日本に来て勉強しながら、アルバイ

トで生活を送っています。中国での生活

と日本での生活と、どちらが辛いという

と、日本です。しかし、「日本での留学生

活はどう？」と聞かれるなら、「私の人生

の宝だ」と答えます。

　宝の１つめは、独立で考え、どんな困難

でも乗り越える能力を得ることです。た

くさん留学生も同感すると思います。言

葉まったく違う国で生活するのは沢山辛

いことがあります、しかし、この困難でも

打ち勝てるなら、どんな問題でも怖くな

くなります。

　宝の２つめは、日本に来て日本語を話

せるようになって、異文化をふれ合い、日

本人の考え方を理解できることです。２

つ言葉を話せるなら、２つの人生が得ら

れるとこは私が納得しました。日中は一

衣帯水の隣国ですが、人の考えは大変

違います。日本人は毎日の元気な挨拶を

大切にします、外で何か活動をしたら、最

後までちゃんと片付けをします。また、サ

ラリーマン達は遅くても仕事同士と一緒

にお酒を飲みに行く場合は少なくないで

す。　中国人では、人と人との付き合う

は挨拶より義理を大切にします。例えば、

友達と一緒に食事をするなら、食事代を

割り勘するではなく誰か全部を払います。

時々友達を家で招待します。恩を貰った

ら１０倍に返すので、お礼を申し上げるな

ら値段は高いものが良いです。しかし、中

国人は自分の物を大事にするが、共有物

を大切にする意識がまた薄いです。また、

中国人も食事でコミュニケーションをと

るのが好きですが、サラリーマンでも夜

食は７時ごろにするのは多いです。 

　宝の３つめは私の人生観?世界観を変

わったことです。専門知識を勉強して将

来に良い仕事を見つけるのは私来日の

最も重要な目的でした。しかし来日以来、

世界の人々と付き合うことにきっかけで、

私はこの大きいな世界で何のために生

きていくのかを日々考えています。自分

だけ良い生活ができるより、社会に貢献

できるのは何よりも幸せなことだと悟り

ました。 

　留学生活は後１年半に終わります。こ

こでは、私に貴重な留学機会を頂いた徳

島大学、また沢山お世話になった佐野先

生と現在専門知識を教えて頂いている

山中先生に心よりお礼を申し上げたいと

思います。

　２００８年４月から５ヶ月間、徳島大学

の交換留学プログラムにより、アメリカ

のフロリダ州にあるフロリダアトランテ

ィック大学に留学をしていました。フロ

リダ州は、観光地として有名であり、ディ

ズニーワールドやきれいなビーチがたく

さんあり、毎年たくさんの観光客が訪れ

ます。私が滞在したフロリダのボカラトン

という場所は、マイアミから車で３０分く

らいの所にある、海がきれいな穏やかな

町です。ボカラトン自体は観光地ではな

いのですが、観光地として有名な、ディズ

ニーワールドがあるオーランドや、マイア

ミまでとても近いので、観光するのに便

利な場所でもあります。

　フロリダアトランティック大学では、こ

の５ヶ月間は語学学校に通い、２００９年

１月から始まる大学での授業に対応する

のに十分な英語力を養いました。

留学先での生活

　私にとってこの留学は初めて親元を離

れるものであったので、不安でいっぱい

でしたが、アメリカでの生活は本当に楽

しく、とても有意義に過ごすことができ

ました。クラスでは、半分以上が南アメリ

カ出身の方で、みんなとても陽気で日本

で私が今まで経験してきた授業の雰囲

気とは全く異なるものであったので、新

鮮で非常に楽しいものでした。例えば、

授業中にさまざまなテーマについてみん

なで自分の意見を出し合い討論するこ

とがよくありました。その中で、いろいろ

な国の友達の意見やその国の様子、制

度の実態などをダイレクトに聞くことが

でき、とても興味深いものでした。週末

には、クラスの友達とラテンダンスをし

て、勉強以外の生活でもとても充実した

日々でした。

イベント

　独立記念日は、アメリカがイギリスか

ら独立した日なのですが、盛大なお祭り

でした。この日だけ花火をすることが許

されるので、BBQをしたり花火をしたり

して良い思い出となりました。でも、アメ

リカの花火は、日本のとは少し違って私

にとっては、花火というより爆竹のよう

な印象を受けました。そして、夜には様々

な場所から打ち上げ花火があげられ、そ

のスケールの大きさに感動しました。

驚いたこと

　私が留学していたフロリダの町には、

日本の美術館があり、こどもの日には鯉

のぼりをあげたり、お盆には盆フェステ

ィバルがあったりと日本の行事をそこで

楽しむことができます。また、習字教室

や日本語教室が行われていて日本文化

を実際に習うこともできます。

　この美術館があるためか日本文化に

興味がある人がたくさんいます。そして、

私が思っていた以上に、多くの人が日本

文化に詳しく、驚くことが多々ありまし

た。この経験により、日本人として自国の

ことをもっと知り、誇りを持って外国人

の方に伝えられることのできるように自

分自身を高めたいと感じました。
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